
し
て
い
く
。

○
茶
業
を
含
む
農
業

お
茶
を
含
め
た
土
地
利
用
型
の
一

次
産
業
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
の
進
め
方
は
。

農
地
中
間
管
理
機
構
等
を
活
用
し

た
農
地
の
集
積
、
集
約
や
機
械
化
に
よ

り
生
産
性
の
効
率
化
を
高
め
、
さ
ら
に

「
経
営
継
承
・
発
展
等
支
援
事
業
費
補
助

金
」
に
よ
り
経
営
継
承
を
支
援
し
て
い

く
。
現
在
、
認
定
農
家
の
認
定
基
準
は

４
８
０
万
円
で
あ
る
が
、
農
業
振
興
計

画
上
８
０
０
万
円
の
所
得
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
他
業
種
の
所
得
も
参
考
に
検

討
し
て
行
き
た
い
。
茶
業
に
つ
い
て
は

令
和
４
年
度
に
新
た
な
振
興
計
画
の
策

定
を
計
画
し
て
い
る
た
め
、
審
議
会
の

答
申
を
受
け
進
め
て
い
く
。

○
共
に
汗
を
か
き
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

自
分
達
が
住
む
地
域
が
、
安
心
安

全
で
美
し
く
住
み
や
す
い
地
域
で
あ
る

よ
う
に
自
治
会
や
個
人
、団
体
等
で
行
っ

て
い
る
道
路
や
河
川
等
の
草
刈
り
を
中

心
に
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
は
。

道
路
や
河
川
等
の
草
刈
り
や
ご
み

拾
い
等
の
愛
護
活
動
は
、
地
元
の
方
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
協
力
者
や
活
動
状
況
の
Ｐ
Ｒ
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
活
用
、
管

理
範
囲
の
見
直
し
や
保
険
加
入
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

○
予
算
対
応

税
等
の
伸
び
は
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
以
上
に
依
存
財
源
が
伸
び
自
主
財

源
比
率
は
45
．
９
％
に
下
が
っ
た
。
歳

出
は
、
民
生
費
や
公
債
費
等
削
減
の
難

し
い
固
定
経
費
が
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
が
、
今
後
の
政
策
経
費
稔
出
の

た
め
の
対
応
は
。

企
業
誘
致
や
駅
北
地
区
開
発
、
経

済
活
性
化
に
よ
る
税
収
の
増
加
。
行
政

経
営
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
事
業
の
選

択
と
集
中
、
更
に
「
行
政
経
営
推
進
方

針
」
を
踏
ま
え
自
主
財
源
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
問
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

問
題
で
は
、
ど
の
よ
う
な
業
種
に
影
響

が
出
て
、
そ
の
対
応
は
ど
う
し
た
の
か
。

影
響
は
、
飲
食
業
を
中
心
と
す
る

小
売
業
者
や
公
共
交
通
業
者
、
ま
た
、

市
の
概
要
調
査
で
は
製
造
業
者
、
小
規

模
企
業
者
応
援
給
付
金
の
実
施
状
況
か

ら
は
建
設
業
等
に
多
く
出
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
を
支
援
す

る
た
め「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第
３
弾
」

や
「
宿
泊
施
設
利
用
促
進
事
業
」
等
を

実
施
し
て
い
く
。

○
未
就
学
児
童
対
応

「
子
育
て
す
る
な
ら
菊
川
市
」
実

現
の
た
め
私
的
待
機
も
含
め
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
た
め
の
対
策
は
。

令
和
３
年
度
は
、
国
基
準
の
待
機

児
童
は
無
か
っ
た
が
こ
れ
に
該
当
し
な

い
待
機
児
童
は
60
人
で
あ
っ
た
。
待
機

児
童
は
２
才
児
以
下
の
子
ど
も
に
多
い

た
め
、
対
策
と
し
て
小
規
模
保
育
事
業

所
の
開
設
や
認
定
こ
ど
も
園
園
舎
改
築

へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
令
和
４
年
度
は
、

小
笠
北
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に

向
け
て
基
本
設
計
事
務
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
保
育
士
不
足
解
消
の
た
め
保

育
士
等
就
業
奨
励
金
制
度
の
拡
充
を
し

て
い
く
。

○
小
中
一
貫
教
育
在
り
方
検
討
会

来
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
組
織

は
、ど
の
よ
う
な
組
織
で
ど
の
よ
う
な
計

画
を
持
っ
て
動
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

目
的
は
、
小
中
一
貫
教
育
推
進
の

た
め
、
学
校
や
教
育
、
地
域
の
実
情
や

将
来
像
を
踏
ま
え
た
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
１
点
目
は
、
学
校
教

育
の
目
的
や
目
標
を
、
よ
り
良
く
実
現

す
る
た
め
に
行
う
べ
き
学
校
規
模
の
適

正
化
。
２
点
目
は
、
三
つ
の
学
舎
単
位

に
学
校
運
営
協
議
会
を
置
く
『
菊
川
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
』。
３
点
目

は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を
支

え
な
が
ら
地
域
や
課
題
に
取
り
組
め
る

よ
う
『
学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
在
り
方
』
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
委
員
は
、
教
職
関
係
の
代
表
者
や

学
織
経
験
者
、
学
生
等
で
組
織
し
、
４

回
の
開
催
を
予
定
し
、
４
年
度
中
に
ま

と
め
て
い
く
。
学
区
再
編
等
具
体
的
な

も
の
は
、
改
め
て
検
討
会
を
設
け
協
議

河川愛護活動

施
政
方
針

み
ど
り
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